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定常気象観測の国際的な枠組み

観測項目 観測ネットワーク データセンター

地上気象観測
高層気象観測

ＧＣＯＳ
GSN 全球地上気象観測ネットワーク
GUAN 全球高層観測ネットワーク
GRUAN 基準高層観測網

WDC 世界データセンター
NCDC 米国気候データセンター
DMD ドイツ気象局リードセンター

オゾン観測
GAW 全球大気監視 WOUDC 世界オゾン・紫外線資料

センター
WDCRG 反応性ガス世界資料

センター（地上オゾン）

日射・放射観測
BSRN 基準地上放射観測網 WRMC 世界日射モニタリング

センター

観測項目 観測ネットワーク 通信回線
地上気象観測
高層気象観測

GSN 全球地上気象観測ネットワーク
GUAN 全球高層観測ネットワーク

GTS 全球通信システムで各国
に即時的に配信

WMO（世界気象機関） GOS 全球観測システム

WMO（世界気象機関） GCOS 全球気候監視システム等



＜ 通常時 ＞
インテルサット衛星回線

＜インテルサット衛星回線不通時（メール送信）＞
イリジウム衛星回線
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• 昭和基地からGTSへの経路

※GTSで送信するのは
・地上気象観測
・高層気象観測
・オゾン全量観測CREX報（太陽高
度が低い時期以外に実施）



https://www.data.jma.go.jp/antarctic/datareport/index.html

• 南極気象資料(Antarctic Meteorological Data)



• DB構造
• バックエンドにSQL等の高度なデータベースがあるわけではない。（DBの専門知識が無くでも維持でき

る）
• フォーム入力でメニュー選択された内容に対応する静的ファイルのリンクを返す。

• 観測種別等選択
• 01 地上気象観測

• 気圧、気温、相対湿度、風向・風速、全天日射量、日照時間、積雪の深さ、雲、大気現象、視程 ／ 時別データ、日別
データ

• 昭和基地、みずほ基地、あすか基地、ドームふじ
• 02 高層気象観測

• 気圧、気温、相対湿度、風向風速 ／ 03時LT、15時LT
• 指定気圧面、特異点

• 03 日射放射観測
• 下向放射量、上向放射量、正味放射量、概要 ／ 時別データ、日別データ、月別データ

• 04 大気混濁度観測
• 大気混濁度、大気混濁度（月別）、ホイスナー・デュボアの混濁係数

• 05 波長別紫外域日射観測
• 06 オゾン観測

• 全量観測、反転観測、オゾンゾンデ観測、地上オゾン濃度観測
• 07 特殊ゾンデ観測

• エーロゾルゾンデ観測 (1997年から2008年)、輻射ゾンデ観測 (1966年から1998年)

• データフォーマット
• データファイルはCSVやXML等ではなく桁数区切りのベタテキスト（空白区切りとは限らない）。
• 「データフォーマットの説明」ボタンで解説を閲覧。

• 測器のメタデータ（「測器を表示する」ボタン）
• 各観測種別内では一貫した解説資料。観測種別毎では内容と書式が異なる。



• メタデータの例（日射放射観測の場合）



• 大気・海洋環境観測年報

https://www.data.jma.go.jp/gmd/env/data/report/data/



•観測種別（昭和基地分）
• 大気中の温室効果ガス

• 地上オゾン観測
• オゾン層および紫外線

• オゾン全量観測、オゾン反転観測
• オゾンゾンデ観測
• 波長別紫外域観測

• エーロゾル
• 光学的厚さ（サンフォトメーター）
• 混濁係数（直達日射計）

•メタデータ
• 「このデータセットについて」ボタンで参照

•データフォーマット
• 「データフォーマットの説明」ボタンで参照

•データ表示とデータダウンロードが可能。



• ダウンロードページの例（大気中の温室効果ガス の場合）
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• 南極資料(Antarctic Record) 気象部門報告

– 各次隊の気象部門の観測結果を投稿。
– 記事の種類は「報告(Report)」。
– 観測結果・行動の概要を記載。測器の障害

、測器の更新等を充実させ、メタデータへ
の更新履歴の役目も持たせている。

– 最新刊は第53次隊(2012.2～2013.1観測分
）。滞っている以降隊次の投稿について、
今年度巻き返しを図っている。



• 「極域メタデータベース」管理のメタデータ

https://scidbase.nipr.ac.jp/modules/metadata/index.php?tag=%5Bja%5D%B5%A4%BE%DD%C4%A3%5B%2Fja%5D%5Ben%5DJapan%23Meteorological%23Agency%28JMA%29%5B%2Fen%5D



観測項目 観測ネットワーク メタデータ

地上気象観測

GSN 全球地上気象観測ネット
ワーク

https://www.dwd.de/EN/clim
ate_environment/climatemoni
toring/climatedatacenter/_no
de_gsn_list_map.html

高層気象観測

GRUAN 基準高層観測網 https://www.gruan.org/netwo
rk/sites/syowa/#carousel-
3713

温室効果ガス観測
・地上オゾン濃度
オゾン・紫外線観測
・オゾン全量・反転
・波長別紫外域

GAW 全球大気監視 https://gawsis.meteoswiss.ch
/GAWSIS/#/search/station/s
tationReportDetails/644

日射・放射観測

BSRN 基準地上放射観測網 https://doi.Pangaea.de/10.15
94/PANGAEA.669525

• 国際観測ネットワーク管理のメタデータ



• 「南極観測について」
• 気象庁の南極観測について概要を説明
• 各観測データへのリンクの総本山

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kansoku/index.html

• リンク先（順不同）
– 「過去の気象データ検索」

• 国内の気象官署の一つとしてデータ検索
• 地上気象観測と高層気象観測のみ

– 「オゾンホールの状況」
• 年毎のオゾンホールの状況（図）

– 「紫外線に関するデータ」
• UVインデックス（図）
• 紅斑紫外線量（図）
• UV-B量（図）

– 「南極昭和基地のデータ」
• 毎月の気象概況（データ、図）
• 「南極気象資料」（前述）

– 「大気・海洋環境観測年報」(前
述）


